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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
国
立
国
会
図
書
館
開
館
70
周
年
の
記
念
行

事
に
は
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
こ
と
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
気
持
ち
も
新
た
に
国
立
国
会
図
書
館
の
一

層
の
充
実
と
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
度
に
開
始
し
た
中
期
計

画
期
間
は
今
年
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ア

ク
セ
ス
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
期
間
を
２
０
２
０
年
ま

で
の
4
年
間
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
間
に
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
た
め
の
組
織
基
盤
を
整
え
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
各
種
の
記
念
行
事
を
通
じ
て
国
立
国
会
図

書
館
の
70
年
を
振
り
返
り
、
議
会
図
書
館
と
し
て
の
役

割
、
納
本
制
度
の
意
義
、
世
界
に
例
を
見
な
い
支
部
図

書
館
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
顧
み
れ
ば
、
施
設
面
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

方
々
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
20
年
の
間
に
、
関

西
館
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
が
開
館
し
、
機
能
の
面

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
情
報
サ
ー
ビ

ス
が
質
、
量
と
も
に
充
実
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
70
年
を
経
た
今
、
こ
れ
ら
の
蓄
積
を
基
盤

と
し
て
将
来
像
を
構
想
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
際

の
基
本
は
何
よ
り
こ
の
図
書
館
の
使
命
で
す
。

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
公
布
さ
れ
た
国
立
国

会
図
書
館
法
の
前
文
に
は
、
そ
の
使
命
が
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
国
立
国
会
図
書
館
は
、
真
理
が
わ
れ
ら
を
自
由
に

す
る
と
い
う
確
信
に
立
つ
て
、
憲
法
の
誓
約
す
る
日

本
の
民
主
化
と
世
界
平
和
と
に
寄
与
す
る
こ
と
を
使

命
と
し
て
、
こ
こ
に
設
立
さ
れ
る
。」

ま
た
、
こ
の
法
律
の
制
定
に
際
し
て
、
国
会
で
は
中

村
嘉
寿 

衆
議
院
図
書
館
運
営
委
員
長
（
当
時
）
か
ら

次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
図
書
館
の
最
も
主
な
と
こ
ろ
は
、
リ
フ
ア
レ
ン

ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
機
能
を
発
揮
す
る
に
あ
り
ま

す
。
…
…
こ
の
立
法
の
リ
フ
ア
レ
ン
ス
と
い
う
の
が
、

國
会
図
書
館
の
一
番
の
眼
目
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

す
な
わ
ち
、
國
会
図
書
館
の
う
ち
に
、
世
界
各
國

の
、
單
に
法
律
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
、
科
学
の
こ

新年のごあいさつ

国 立 国 会 図 書 館 長　  羽 入　 佐 和 子
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と
、
社
会
の
こ
と
、
工
業
の
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
材
料

を
こ
こ
に
集
め
て
お
つ
て
、
そ
れ
を
研
究
を
し
、
こ

れ
を
材
料
と
い
た
し
ま
し
て
、
文
化
の
促
進
を
は
か

り
、
産
業
の
高
揚
を
は
か
る
と
い
う
よ
う
な
仕
組
な

の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
」（
第
２
回
国
会
衆
議
院
本
会

議　

昭
和
23
年
２
月
４
日
）

こ
こ
に
は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
立
法
府
に
属
す

る
組
織
と
し
て
、
多
領
域
に
わ
た
る
高
度
な
調
査
機

能
を
用
い
て
国
会
を
補
佐
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
文
化

を
発
展
さ
せ
、
産
業
振
興
、
経
済
発
展
に
も
資
す
る

こ
と
へ
の
大
き
な
期
待
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
度
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
能
力
に
基
づ
く
調
査
と
研

究
に
よ
っ
て
国
会
活
動
を
補
佐
す
る
こ
と
は
、
開
館

当
初
か
ら
の
第
一
義
的
役
割
で
す
。
さ
ら
に
、
国
立

国
会
図
書
館
は
我
が
国
唯
一
の
納
本
図
書
館
で
も
あ

り
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
資
料
を
収
集
し
保
存
し
、

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
整
備
す
る
と
い
う
役
割
も

担
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
現
在
進
行
中
の
中
期
計
画
で
は
、「
国
会
活

動
の
補
佐
」、「
資
料
・
情
報
の
収
集
・
保
存
」、「
情

報
資
源
の
利
用
・
提
供
」
の
三
点
を
重
点
項
目
と
い

た
し
ま
し
た
。

第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
情
報
を
収
集

し
体
系
化
し
分
析
す
る
能
力
を
持
っ
た
人
材
の
育
成

が
重
要
で
す
。

ま
た
、
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
資
料
を
収
集
し
、

体
系
的
に
整
理
し
、
長
期
に
保
存
す
る
た
め
の
高
度

な
専
門
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
加
え
て
国
際
動
向
を

踏
ま
え
た
制
度
の
改
善
や
、
図
書
館
資
料
に
関
わ
る

人
々
と
の
協
力
も
必
須
で
す
。

さ
ら
に
、
第
三
の
点
に
つ
い
て
は
、
資
料
提
供
の

在
り
方
を
研
究
し
開
発
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
三
点
は
い
ず
れ
も
社
会
の
変
化
へ
の
適
切

な
対
応
と
同
時
に
長
期
的
な
視
点
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
指
針
が
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス

２
０
２
０
」
で
す
。
国
立
国
会
図
書
館
の
活
動
は
常

に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
に
、
多
様
性
と
永
続
性
を
念
頭
に

置
い
た
普
遍
的
な
観
点
か
ら
国
会
活
動
を
補
佐
し
、

資
料
を
収
集
保
存
し
、
そ
の
利
用
環
境
を
整
え
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

中
期
計
画
期
間
の
後
半
は
、
社
会
環
境
や
情
報
環

境
の
急
激
な
変
化
へ
の
対
応
策
を
研
究
し
な
が
ら
国

立
国
会
図
書
館
の
将
来
の
発
展
の
た
め
の
具
体
案
を

示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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『エッフェル塔三十六景』より
―日本美術に魅せられた芸術家たち

本 間 渚 沙

国立国会図書館の蔵書から

　
『
富
嶽
三
十
六
景
』
と
い
え
ば
、
江
戸
時
代
の

浮
世
絵
師
、
葛
飾
北
斎
の
代
表
作
の
一
つ
で
、
富

士
山
の
景
観
が
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
御

存
じ
の
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
19
世
紀
末
の
フ
ラ
ン

ス
に
お
い
て
、
こ
の
作
品
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
制
作
さ
れ
た
の
が
、
ア
ン
リ
・
リ
ヴ
ィ

エ
ー
ル（
１
８
６
４
‐
１
９
５
１
）作
、『
エ
ッ
フ
ェ

ル
塔
三
十
六
景
』
で
あ
る
。

　

36
枚
の
リ
ト
グ
ラ
フ
で
構
成
さ
れ
る
本
作

は
、
タ
イ
ト
ル
の
と
お
り
、
必
ず
ど
こ
か
に
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
が
描
か
れ
て
い
る
。
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
は

１
８
８
９
年
に
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
建
設
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
建
設
時
に
は

塔
の
近
代
的
な
外
見
が
パ
リ
の
景
観
を
損
な
う
と

し
て
反
対
運
動
も
起
き
て
い
た
。
だ
が
、
リ
ヴ
ィ

エ
ー
ル
は
こ
の
新
し
い
塔
に
魅
了
さ
れ
、
モ
チ
ー

フ
に
選
ん
だ
。
作
品
に
よ
っ
て
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の

描
か
れ
方
は
様
々
で
、
中
に
は
遠
景
の
シ
ル
エ
ッ

ト
が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
だ
け
の
も
の
や
、
塔

の
内
部
を
切
り
出
し
た
大
胆
な
構
図
の
も
の
も
あ

る
。
こ
う
し
た
画
面
構
成
の
斬
新
さ
か
ら
は
日
本

の
浮
世
絵
の
影
響
が
う
か
が
え
る
。

　

色
調
は
5
色
の
落
ち
着
い
た
色
合
い
で
ま
と
め

ら
れ
、細
部
を
見
る
と
、雪
景
色
、雲
の
動
き
、セ
ー

ヌ
川
の
水
面
の
様
子
な
ど
自
然
の
情
景
が
巧
み
に

表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
傘
を
さ
し
な
が
ら
行

き
交
う
人
々
の
様
子
や
無
名
の
労
働
者
が
働
く
風

今 月 の 一 冊

Les trente-six vues de la Tour Eiffel 
Henri Rivière, Eugène Verneau, 1888-1902 [i.e. 1902] . 
v p., 36 leaves of plates : col. ill. ; 24 x 30 cm＜請求記号 KC314-B21＞

La Tour en construction, vue du Trocadéro
（建設中のエッフェル塔、トロカデロからの眺め

１
）
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景
な
ど
浮
世
絵
で
よ
く
描
か
れ
た
題
材
も
多
く
あ

り
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
品
な
の
に
、
ど
こ
か
日
本
の

作
品
で
見
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な
親
近
感
を
抱
か

せ
る
。

　

リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
の
生
ま
れ
た
19
世
紀
後
半
の
フ

ラ
ン
ス
は
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
な
ど
の
機
会
を
通

じ
て
日
本
美
術
が
紹
介
さ
れ
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の

ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
リ
ヴ
ィ
エ
ー

ル
も
日
本
美
術
に
魅
せ
ら
れ
た
人
物
の
一
人
で
、

林
忠
正
ら
当
時
パ
リ
で
活
動
し
て
い
た
日
本
美
術

商
と
も
交
流
を
持
ち
、
美
術
品
の
蒐
集
や
研
究
を

精
力
的
に
行
っ
て
い
た
。
本
作
に
お
い
て
も
『
富

嶽
三
十
六
景
』
の
み
な
ら
ず
、『
北
斎
漫
画
』
や

歌
川
広
重
の
作
品
を
始
め
と
し
た
浮
世
絵
を
研
究

し
た
成
果
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
は
パ
リ
・
モ
ン
マ
ル
ト

ル
の
カ
フ
ェ
「
シ
ャ
・
ノ
ワ
ー
ル
（
黒
猫
）２

」 

で

同
名
新
聞
の
編
集
や
影
絵
芝
居
の
美
術
監
督
と
し

て
の
経
歴
を
持
ち
、
シ
ャ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
仲
間
と

と
も
に
建
設
中
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
に
登
る
機
会
に

も
恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に
撮
影
し
た
写
真
や

影
絵
芝
居
の
効
果
は
本
作
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
。こ
う
し
た
新
し
い
表
現
方
法
を
取
り
入
れ
、

パ
リ
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
を
題
材
に
描
い
て
い
る

点
か
ら
は
先
進
的
な
芸
術
を
追
い
求
め
よ
う
と
す

る
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ

と
同
時
に
、
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
は
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔

（左）Le peintre dans la Tour（塔の塗装工）
（下）Frontispice（扉絵）

アンリ・リヴィエール（Henri Rivière）の肖像。
シャ・ノワールのポスターで有名なテオフィ
ル・アレクサンドル・スタンラン（Théophile 
Alexandre Steinlen）による。
Henri Rivière : peintre et imagier（7ページ
参照）より
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（右）Fête sur la Seine, le 14 Juillet（セーヌ川の祭り、7月14日）
（左）「名所江戸百景　兩國花火」歌川広重（1世） 画　［魚屋栄吉］　［安政5（1858）］（『名所江戸百景』所収）http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1303304

（右）Derrière 1'élan de Frémiet（Trocadéro）（フレミエの鹿の陰から（トロカデロ））
（左）『富岳百景　三編』葛飾北斎 画　永楽屋東四郎［ほか］　［江戸後期］http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8942999/22



6国立国会図書館月報 693号 2019.1

「名所江戸百景　堀切の花菖蒲」歌川広重（1
世） 画　［魚屋栄吉］　［安政4（1857）］（『名
所江戸百景』所収）
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1303260

『名所江戸百景』はリヴィエールも所蔵してお
り、参考にしていたと考えられる。

と
と
も
に
パ
リ
の
日
常
風
景
を
浮
世
絵
と
い
う
異

国
の
表
現
方
法
に
よ
っ
て
描
く
こ
と
で
、
近
代
化

す
る
中
で
失
わ
れ
て
い
く
古
き
パ
リ
の
姿
を
当
時

の
人
々
の
目
に
留
め
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

本
作
は
１
９
０
２
年
に
、
当
時
商
業
用
の
リ

ト
グ
ラ
フ
印
刷
を
手
掛
け
て
い
た
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・

ヴ
ェ
ル
ノ
ー
の
工
房
か
ら
５
０
０
部
限
定
で
出
版

さ
れ
た
。
装
丁
も
日
本
の
影
響
が
強
く
、
外
装
に

は
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
の
お
気
に
入
り
の
モ
チ
ー
フ
で

あ
っ
た
あ
や
め
が
型
押
し
し
て
あ
る
。
装
丁
デ
ザ

イ
ン
は
、
シ
ャ
・
ノ
ワ
ー
ル
時
代
か
ら
の
友
人
で

あ
っ
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
オ
リ
オ
ー
ル
（
１
８
６
３

‐
１
９
３
８
）
が
担
当
し
た
。
オ
リ
オ
ー
ル
も
ま

た
日
本
美
術
に
傾
倒
し
て
お
り
、
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル

が
オ
リ
オ
ー
ル
に
日
本
の
木
版
画
の
手
法
や
多
色

石
版
印
刷
を
教
え
た
り
、
一
緒
に
日
本
美
術
の
店

に
通
っ
た
り
す
る
な
ど
親
し
い
間
柄
だ
っ
た
よ
う

だ
。
本
作
で
用
い
ら
れ
る
文
字
の
書
体
も
オ
リ

オ
ー
ル
が
考
案
し
た
も
の
で
、ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー

調
の
装
飾
的
な
書
体
が
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
の
作
品
と

も
調
和
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
リ
ト
グ
ラ
フ
に
は
、
ど
の
作
品
に
も

隅
の
方
に
赤
い
印
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
こ
れ

は
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
の
氏
名
の
頭
文
字
で
あ
る「
Ｈ
」

と
「
Ｒ
」
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
モ
ノ
グ
ラ
ム
で
、

こ
ち
ら
も
日
本
美
術
に
よ
く
見
ら
れ
る
落
款
や
印

標題紙。オリオールがこの作品のために創作した字体が使われている。中央にはあやめのデザインの入っ
たリヴィエールの印章。

ジョルジュ・オリオール（George Auriol）がデザインした表紙（右）と外箱（左）
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章
を
参
考
に
オ
リ
オ
ー
ル
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の

だ
。
オ
リ
オ
ー
ル
は
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
の
た
め
に
他

に
も
数
種
の
印
章
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
て
、
多
く

の
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
作
品
に
こ
れ
ら
の
印
章
が
入
っ

て
い
る
。
当
時
、
作
品
に
署
名
代
わ
り
に
印
章
を

押
し
た
り
、
印
章
の
よ
う
に
描
く
こ
と
が
一
部
の

芸
術
家
の
間
で
流
行
し
て
お
り３

、
オ
リ
オ
ー
ル
が

創
作
し
た
印
章
は
デ
ザ
イ
ン
集
と
し
て
出
版
も
さ

れ
て
い
る
。

　

リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
と
オ
リ
オ
ー
ル
。
日
本
美
術
に

魅
せ
ら
れ
た
二
人
の
共
同
作
業
で
完
成
し
た
本

書
。
19
世
紀
末
の
パ
リ
の
情
景
が
浮
世
絵
特
有
の

表
現
法
を
生
か
し
て
詩
的
か
つ
繊
細
に
描
か
れ
、

さ
ら
に
オ
リ
オ
ー
ル
に
よ
る
装
丁
と
印
章
な
ど
の

デ
ザ
イ
ン
が
日
本
的
な
風
情
を
色
濃
く
刻
ん
で
い

る
。
こ
う
し
て
描
か
れ
た
パ
リ
は
、
そ
こ
で
日
常

生
活
を
送
っ
て
い
た
当
時
の
人
々
か
ら
見
て
も
、

い
つ
も
と
は
違
っ
た
風
景
に
映
り
、
パ
リ
の
美
し

さ
を
再
認
識
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。

（右）Georges Toudouze: Henri Rivière : peintre et imagier, H. Flaury, 1907. ＜請求記号 KC314-B27＞
ジョルジュ・トゥドゥーズによるリヴィエールのモノグラフ（論文）。1907年、リヴィエールが 43歳のときに刊行された。表紙と
文字のデザインはオリオールによる。オリオールの作品はジャポニスムやアール・ヌーボーの影響を色濃く受けていて、柔らか
い線や繊細な色使いが特徴的。

（左）George Auriol: Le premier livre des cachets, marques et monogrammes,  Librairie centrale des beaux-arts, 1901. ＜請求
記号 KB361-A13＞
オリオールがデザインした印章や商標、モノグラムなどが掲載されている。掲載箇所はオリオールがデザインしたリヴィエール
の印章各種。

1 日本語名はフランス国立図書館電子展示会「フランスと日本　ひとつの出会い1850-
1914」を参考にした。
http://expositions.bnf.fr/france-japon/albums_jp/eiffel/index.htm
2 1881年に画家ロドルフ・サリが開き、当時の前衛芸術家や作家たちの交流や作品発
表の場にもなっていたカフェ。
3 例えば、同時代のフランスの画家トゥールーズ・ロートレックは日本の刀の鍔をモデル
にしたモノグラムを用いていた。
○参考文献
アンリ・リヴィエール［作］ニューオータニ美術館 編『アンリ・リヴィエール《エッフェル
塔三十六景》』ニューオータニ美術館　2008.9＜請求記号 KC16-J1042＞
アンリ・リヴィエール［画］ 山口県立萩美術館・浦上記念館、 神奈川県立近代美術館、
NHKサービスセンター 編『フランスの浮世絵師アンリ・リヴィエール展』NHKサービス
センター　2009＜請求記号 KC16-J1294＞
Henri Rivière: Les trente-six vues de la Tour Eiffel, Seuil, c2011＜請求記号 KC314-B32＞
Christophe Marquet, Philippe Le Stum, Valérie Sueur-Hermel: L'amour de la nature, 
Locus Solus ; Musée départemental breton, [2014]＜請求記号 K3-B1003＞
Valérie Sueur-Hermel: Henri Rivière : entre impressionnisme et japonisme, Bibliothèque 
nationale de France, c2009＜請求記号 K3-B526＞
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は
じ
め
に

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
立
法
府
で
あ
る

国
会
に
置
か
れ
た
図
書
館
と
し
て
、
日
々

「
法
」
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
国

会
の
諸
活
動
を
調
査
・
情
報
提
供
の
面
で

補
佐
す
る
た
め
、
国
会
議
員
や
国
会
関
係

者
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
各
種
の
調
査
を

行
い
、立
法
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

内
外
の
議
会
資
料
、
官
庁
資
料
、
法
令
資

料
な
ど
、
法
に
関
す
る
資
料
・
情
報
を
収

集
し
、
国
会
・
国
民
の
利
用
に
供
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
扱
っ
て
い

る
「
法
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
と
、

答
え
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
『
広
辞
苑
』（
第
７
版
）
で
は
、「
社

会
秩
序
維
持
の
た
め
の
規
範
で
、
一
般
に

国
家
権
力
に
よ
る
強
制
を
伴
う
も
の
」
な

ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
立
国
会
図
書

館
は
、
国
内
で
発
行
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
出
版
物
が
納
入
さ
れ
る
国
立
図
書
館

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
物
語
や
小

説
を
素
材
と
し
て
、
法
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ⅰ	

『
猫
の
さ
う
し
』（
江
戸
時
代
初
期
の

	

御
伽
草
子
）
と
法

　

こ
の
御
伽
草
子
（
絵
入
り
物
語
）
は
、

慶
長
7（
１
６
０
２
）年
8
月
中
旬
に
、
と

あ
る
禁
制
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
始

ま
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、「
洛
中
猫
の

綱
を
解
き
、
放
ち
飼
ひ
に
す
べ
き
事
」
と

い
う
も
の
で
、「
此
旨
相あ

い
そ
む背
く
に
お
い
て

は
、
か
た
く
罪
科
に
処
せ
ら
る
べ
き
も
の

な
り
」
と
さ
れ
ま
し
た１

。
こ
の
た
め
、
猫

は
喜
ん
だ
が
鼠
は
必
死
で
逃
げ
隠
れ
、
鼠

が
高
僧
の
夢
の
中
で
窮
状
を
訴
え
、
翌
日

の
夢
の
中
で
猫
が
こ
れ
に
反
論
し
、
最
後

に
は
京
か
ら
鼠
が
い
な
く
な
る
と
い
う
お

話
で
す
。

　

意
外
で
す
が
、高
僧
の
夢
の
中
で
猫
が
、

「
後
白
河
の
法
皇
の
御
時
よ
り
、
綱
を
付

き
て
腰
も
と
に
置
き
給
ふ
」２

と
述
べ
た
よ

う
に
、
当
時
の
飼
い
方
で
は
猫
は
綱
で
つ

本
の
森
を
歩
く

第
18
回

物
語
と
法

井
田
　
敦
彦

御伽草子　第 16 冊（ねこのさうし）
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2537584/6
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な
が
れ
て
お
り
、
一
方
で
鼠
が
、「
さ
り

な
が
ら
猫
殿
も
、
犬
と
い
う
強こ

は
も
の者
に
、
あ

そ
こ
こ
こ
を
追
ひ
廻
さ
れ
（
中
略
）
報む

く
ひは

有
り
」３

と
述
べ
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
犬
は
放
し
飼
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
物
語
が
実
在
の
禁
令
を
基
に
し
て
い

る
こ
と
は
、
当
時
の
史
料
で
も
確
認
で
き

る
の
で
す
が４

、
こ
の
時
期
に
日
本
全
国
の

諸
都
市
で
、
猫
は
放
し
飼
い
に
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
か
く

し
て
中
世
に
は
猫
は
つ
な
が
れ
、
犬
は
放

し
飼
い
で
あ
っ
た
の
が
、
逆
に
近
世
以
降

は
猫
が
放
し
飼
い
に
さ
れ
、
犬
は
つ
な
が

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
い
ま

す５

。

　

こ
の
よ
う
に
、
法
は
社
会
の
日
常
風
景

を
一
変
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
る

い
は
、
こ
の
禁
令
の
目
的
が
都
市
化
に
伴

う
鼠
害
対
策
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
中
近
世
に
お
け
る
社
会
の
変
化

が
法
と
し
て
表
れ
た
と
も
い
え
ま
す
。

　

大
正
・
昭
和
期
の
法
学
者
で
、『
嘘
の

効
用
』『
役
人
学
三
則
』
な
ど
の
著
作
で

知
ら
れ
る
末
弘
厳
太
郎
は
、
法
と
は
何
か

と
い
う
問
い
に
対
し
、「
社
会
的
統
制
力

に
よ
っ
て
遵
守
が
強
要
さ
れ
て
い
る
規

範
」６

と
答
え
て
い
ま
す
。
彼
に
よ
れ
ば「
社

会
的
統
制
力
」
と
は
、「
社
会
そ
れ
自
身
、

社
会
を
構
成
す
る
人
々
全
体
、
も
う
少
し

具
体
的
に
言
え
ば
輿よ

ろ
ん論
そ
の
他
の
形
式
で

現
れ
る
社
会
そ
の
も
の
の
統
制
力
」７

を
い

い
ま
す
。
我
々
の
社
会
と
法
と
は
表
裏
一

体
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ⅱ	

大
西
巨
人
『
神
聖
喜
劇
』
と
法

	　

こ
の
小
説
は
、
先
の
大
戦
で
の
対
米
開

戦
直
後
の
、
対
馬
要
塞
の
重
砲
兵
聯れ

ん
た
い隊
に

お
け
る
新
兵
教
育
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　

戦
前
の
軍
隊
と
い
う
と
、
上
官
に
よ
る

し
ご
き
や
い
じ
め
な
ど
、
恣
意
的
な
暴
力

が
行
わ
れ
て
い
た
印
象
も
あ
り
ま
す
が８

、

一
方
で
高
度
の
官
僚
制
組
織
で
あ
っ
た
旧

日
本
軍
に
は
、
体
系
的
で
緻
密
な
軍
隊
法

規
が
存
在
し
て
い
ま
し
た９

。
た
だ
、
兵
隊

多
数
は
、「
そ
れ
ら
に
関
し
て
確
乎
た
る

知
識
あ
る
い
は
認
識
を
欠
い
て
い
る
よ
う

で
あ
り
（
中
略
）
あ
れ
こ
れ
を
主
と
し
て

慣
習
法
的
に
（
曖
昧
に
不
正
確
に
）
承
知

し
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
」

１
０

状
況
で
あ
っ

て
、
そ
う
し
た
状
況
下
で
上
官
上
級
者
に

有
利
な
規
定
運
用
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

超
人
的
な
記
憶
力
を
持
つ
主
人
公
の
二

等
兵
は
、「
こ
こ
で
万
事
が
休
す
る
こ
と

を
わ
ず
か
に
拒
絶
阻
止
し
得
る
か
も
知
れ

ぬ
一
つ
の
活
路
は
、
こ
の
特
定
領
域
に
お

け
る
法
治
主
義
的
・
論
理
主
義
的
傾
向
を

逆
用
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
」１

１

と
思
い
立
ち
、
軍
隊
法
規
の
知
識
を

武
器
に
上
官
上
級
者
や
軍
隊
組
織
に
抵
抗

し
つ
つ
、
自
ら
の
置
か
れ
た
状
況
に
対
す

る
思
索
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

上
位
者
の
権
力
と
法
と
の
関
係
と
い
う

こ
と
で
は
、
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
思

想
家
ロ
ッ
ク
の
、「
法
の
終
る
と
こ
ろ
、

専
制
が
は
じ
ま
る
」１

２

と
い
う
言
葉
が
あ

り
、
古
く
は
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
プ
ラ
ト

ン
が
、
法
の
限
界
も
含
め
て
考
察
し
て
い

ま
し
た
。

軍隊内務書。陸軍の兵営での生活、行動について規定して
います。
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1457937/25
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プ
ラ
ト
ン
は
、
法
が
強
力
で
あ
る
こ
と

は
次
善
、
知
性
を
備
え
た
王
者
た
る
に
ふ

さ
わ
し
い
人
物
が
強
力
で
あ
る
こ
と
が
最

善
と
し
、
そ
の
理
由
は
、
複
雑
で
絶
え
ず

変
化
す
る
人
間
や
出
来
事
に
対
し
、
単
純

不
変
な
一
つ
の
公
式
で
あ
る
法
を
適
用
す

る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
と
し
て
い
ま
し

た１
３

。
し
か
し
一
方
で
、
現
実
に
は
、「
蜜

蜂
の
巣
箱
の
な
か
で
女
王
蜂
が
自
然
に
発

生
す
る
よ
う
な
ぐ
あ
い
に
は
、
各
地
の
国

家
の
な
か
で
王
者
が
生
じ
て
く
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
」
の
で
、「
わ
れ
わ
れ
の
う

ち
の
し
か
る
べ
き
者
た
ち
」
が
、
理
想
の

政
体
の
「
足
跡
の
よ
う
な
も
の
」
を
「
追

い
か
け
て
い
き
な
が
ら
、
法
典
を
起
草
す

る
こ
と
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
い
い
ま

す１
４

。

　

法
の
歴
史
は
人
治
と
法
治
の
せ
め
ぎ
合

い
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
長
年
、
人
治

に
よ
る
不
公
平
の
た
め
に
苦
し
み
抜
い
た

近
代
人
は
、
法
と
い
う
「
物
差
し
」
に
よ

る
公
平
を
強
く
要
求
し
ま
す
が
、
そ
の
一

方
で
法
の
「
杓
子
定
規
」
な
適
用
に
対
し

て
は
不
平
を
唱
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

法
は
具
体
的
な
各
場
合
に
つ
い
て
「
規
則

的
に
伸
縮
す
る
尺
度
」
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
前
章
で
紹
介
し
た
末
弘
厳
太
郎

は
述
べ
て
い
ま
す１

５

。
で
は
、
あ
る
場
合
に

お
け
る
伸
縮
が
規
則
的
か
ど
う
か
は
、
何

（
誰
）
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。

裁
判
所
？
公
務
員
？
法
律
家
？
あ
る
い
は

前
章
で
述
べ
た
社
会
的
統
制
力
？

Ⅲ	

ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
『
蠅
の
王
』
と
法

	　

お
そ
ら
く
は
近
未
来
の
大
戦
中
、
疎
開

地
に
向
か
う
飛
行
機
が
不
時
着
し
、
少
年

た
ち
が
太
平
洋
の
無
人
島
に
置
き
去
り
に

さ
れ
ま
す
。
両
親
や
学
校
や
警
察
や
法
律

に
よ
る
保
護
が
な
く
な
り
、
文
明
世
界
の

制
約
が
次
第
に
薄
れ
て
い
く
中
で
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

沖
を
通
る
船
に
気
付
い
て
も
ら
う
た
め

に
継
続
的
に
の
ろ
し
を
あ
げ
よ
う
と
す
る

リ
ー
ダ
ー
の
少
年
と
、
の
ろ
し
よ
り
も

野
生
の
豚
を
狩
る
こ
と
に
夢
中
に
な
り
、

リ
ー
ダ
ー
と
対
立
す
る
少
年
。
得
体
の
し

れ
な
い
蛇
や
獣
の
よ
う
な
も
の
が
島
に
い

る
と
い
う
噂
が
さ
さ
や
か
れ
る
中
で
、
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
の
対
立
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
、
一
人
二
人
と
犠
牲
者
が
出
て
、
物
語

は
陰
惨
な
結
末
を
迎
え
ま
す
。

　
「
蠅
の
王
」
と
い
う
の
は
、
リ
ー
ダ
ー

と
対
立
す
る
少
年
が
島
の
得
体
の
し
れ
な

い
獣
に
捧
げ
た
豚
の
頭
の
こ
と
で
す
。
蠅

の
群
が
る
そ
の
豚
の
頭
が
、「
わ
た
し
は

お
ま
え
た
ち
の
一
部
な
ん
だ
よ
。
お
ま
え

た
ち
の
ず
っ
と
奥
の
ほ
う
に
い
る
ん
だ

よ
！
ど
う
し
て
何
も
か
も
だ
め
な
の
か
、

ど
う
し
て
今
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
、
そ
れ
は
み
ん
な
わ
た
し
の
せ
い
な

ん
だ
よ
」１

６

と
言
う
の
を
一
人
の
少
年
が
聞

い
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
が
、
そ
の

後
そ
の
少
年
は
、
歯
止
め
の
き
か
な
い
群

集
心
理
の
犠
牲
に
な
っ
て
殺
さ
れ
ま
す
。

　

今
日
の
実
際
の
事
件
や
紛
争
地
域
に
も

見
ら
れ
る
こ
う
し
た
残
酷
さ
は
、
我
々
と

は
無
縁
の
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
わ
が
国
の
宗
教
戦
争
と
い
う
大
混
乱

の
せ
い
で
、
残
酷
さ
と
い
う
悪
徳
の
、
信

じ
が
た
い
ほ
ど
の
実
例
が
あ
ふ
れ
か
え
る

よ
う
な
時
代
に
、
こ
の
わ
た
し
は
生
き
て

い
る
」
と
述
べ
た
16
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の

思
想
家
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
は
、「
ひ
ょ
っ
と

し
て
、
自
然
状
態
そ
の
も
の
が
、
人
間
に

対
し
て
、
非
人
間
的
な
残
忍
さ
へ
の
本
能

を
付
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
」
と

疑
っ
て
い
ま
し
た１

７

。

　

一
つ
に
は
、
人
間
の
こ
う
し
た
本
性
を

踏
ま
え
、
悲
惨
な
争
乱
が
国
家
や
法
に

よ
っ
て
抑
制
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と

新約聖書（マタイによる福音書）。
蝿の王とは聖書に出てくる悪魔ベル
ゼブルのこととされます（稿末注
16, p.382）。
h t t p : / / d l . n d l . g o . j p / i n f o : n d l j p /
pid/1057662/669
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も
で
き
ま
す１
８

。

　

た
だ
他
方
で
、
法
は
そ
れ
を
担
保
す
る

社
会
的
、物
理
的
な
力
を
必
要
と
し
ま
す
。

法
は
そ
う
し
た
権
力
、
暴
力
に
よ
っ
て
確

定
し
、
自
ら
を
維
持
し
よ
う
と
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
法
に
ひ
そ
む
権
力
、
暴

力
の
影
を
見
て
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す１

９

。

Ⅳ	

メ
ル
ヴ
ィ
ル『
代
書
人
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
』

　
　

と
法

　

代
書
人
（
法
律
文
書
の
筆
写
係
）
募
集

の
広
告
に
応
じ
て
や
っ
て
き
た
、
バ
ー
ト

ル
ビ
ー
と
い
う
名
の
生
気
の
な
い
男
。
語

り
手
の
「
私
」
が
経
営
す
る
法
律
事
務

所
に
雇
い
入
れ
ら
れ
た
バ
ー
ト
ル
ビ
ー

は
、
当
初
は
非
凡
な
量
の
仕
事
を
こ
な
し

て
い
た
が
、
や
が
て
私
が
仕
事
を
頼
ん
で

も
、「
せ
ず
に
す
め
ば
あ
り
が
た
い
の
で

す
が
」２

０

と
述
べ
て
仕
事
を
し
な
い
よ
う
に

な
り
、
私
が
解
雇
を
言
い
渡
す
と
、「
い

か
ず
に
す
め
ば
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
」

と
述
べ
て
事
務
所
に
居
続
け
た
ま
ま
と
な

り
、
私
が
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
を
置
い
て
事
務

所
を
引
っ
越
す
と
、
前
の
建
物
の
持
ち
主

か
ら
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
が
い
て
困
る
と
い
う

苦
情
が
来
る
の
で
、
私
は
新
し
い
仕
事

を
見
つ
け
て
や
ろ
う
と
す
る
な
ど
手
を
尽

く
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
申
し
出
を
断
っ
た

バ
ー
ト
ル
ビ
ー
は
つ
い
に
警
察
を
呼
ば

れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
拘
置
所
で
食
事
を

拒
否
し
た
ま
ま
死
ん
で
い
く
と
い
う
お
話

で
す
。

　

こ
の
謎
に
満
ち
た
物
語
は
多
様
な
解
釈

を
生
ん
で
い
ま
す
が２

１

、
法
律
事
務
所
が
舞

台
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
法
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

法
は
社
会
の
発
展
と
と
も
に
そ
の
数
を

増
し
、
複
雑
な
体
系
を
形
成
し
、
い
ま
や

我
々
の
生
活
を
覆
い
尽
く
し
て
い
る
感
が

あ
り
ま
す
。現
行
総
合
法
令
集
で
あ
る『
現

行
法
規
総
覧
』
や
『
現
行
日
本
法
規
』（
と

も
に
加
除
式
で
全
百
巻
に
及
ぶ
）
を
通
読

し
た
人
は
多
分
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
各
法
・
各
条
の
言
葉
は
互
い
に

関
連
し
合
い
、
全
体
と
し
て
巨
大
な
論
理

装
置
の
よ
う
に
稼
働
し
て
い
ま
す
（
そ
の

こ
と
は
何
か
の
事
件
や
厄
介
ご
と
に
巻
き

込
ま
れ
た
時
に
よ
く
分
か
り
ま
す
）。我
々

は
目
に
見
え
な
い
透
明
な
機
械
の
中
で
暮

ら
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
は

我
々
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら

逃
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん２

２

。

　

当
時
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
、
そ
う
し

た
社
会
的
な
論
理
構
造
か
ら
隔
絶
し
た

バ
ー
ト
ル
ビ
ー
の
言
動
に
対
し
、
語
り
手

の
「
私
」
は
、
あ
っ
け
に
と
ら
れ
憤
慨
し

な
が
ら
も
、
な
ぜ
か
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
の
こ

と
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
一
連
の
騒
動
に
最

後
ま
で
付
き
合
い
ま
す
。
そ
し
て
、
バ
ー

ト
ル
ビ
ー
の
孤
独
に
思
い
を
い
た
し
、
深

い
感
慨
に
襲
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
法
と

秩
序
と
と
も
に
生
き
る
ほ
か
は
な
い
、
人

間
と
い
う
も
の
に
対
す
る
感
慨
の
よ
う
に

も
思
え
ま
す
。

　

古
代
中
国
の
思
想
家
で
あ
っ
た
孔
子

は
、
世
界
に
意
味
と
秩
序
を
求
め
よ
う
と

す
る
自
分
自
身
を
指
し
て
「
天
の
戮
民
」

（
天
の
刑
罰
を
受
け
た
人
間
）
と
呼
ん
だ

と
い
い
ま
す
。
そ
う
伝
え
る
『
荘
子
』
と

い
う
本
の
冒
頭
に
は
、
幾
千
里
あ
る
の
か

測
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
鵬ほ

う

と
い
う
鳥

が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
鳥
は
あ
ま
り
に
も

高
い
と
こ
ろ
を
飛
ぶ
た
め
、
地
上
か
ら
見

た
空
が
我
々
に
と
っ
て
青
一
色
に
見
え
る

よ
う
に
、
生
物
が
ひ
し
め
く
こ
の
地
上
も

（
お
そ
ら
く
は
人
間
の
法
も
社
会
も
）、
こ

の
鳥
に
は
青
一
色
に
見
え
る
だ
ろ
う
と
さ
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れ
て
い
ま
す２

３

。
そ
れ
は
法
や
言
葉
で
固
定

さ
れ
る
前
の
可
能
性
に
満
ち
た
世
界
の
よ

う
で
も
あ
り
、
与
え
ら
れ
た
法
に
対
す
る

主
体
性
の
回
復
を
主
張
し
て
い
る
よ
う
で

も
あ
り
ま
す２

４

。
法
に
つ
い
て
考
え
、
自
ら

の
置
か
れ
た
状
況
を
相
対
化
し
、
理
解
し

よ
う
と
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
得
ら
れ

る
自
由
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
わ
り
に

　

車
が
道
路
の
右
側
と
左
側
の
ど
ち
ら
を

通
行
す
る
か
は
国
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ

れ
は
ど
ち
ら
で
も
よ
い
こ
と
で
す
が
、
ど

ち
ら
か
に
は
決
ま
っ
て
い
な
い
と
危
険
な

こ
と
に
な
り
ま
す２

５

。
一
度
決
ま
っ
た
通
行

ル
ー
ル
に
従
わ
な
い
の
も
危
険
で
す
。
法

に
は
、
社
会
の
中
で
円
滑
に
行
動
す
る
た

め
の
指
針
と
し
て
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。

我
々
は
法
を
内
面
化
し
、
普
段
は
そ
の
存

在
を
ほ
と
ん
ど
意
識
せ
ず
に
、
便
利
で
安

全
な
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
物
語
や
小
説
は
そ
う
し
た
日

常
性
を
ゆ
さ
ぶ
り
、
法
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
契
機
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
あ
る
い
は
、
我
々
の
人
生
に
お
い
て

も
、
そ
う
し
た
日
常
性
が
何
か
の
拍
子
に

裏
返
り
、
法
が
そ
の
生
々
し
い
側
面
を
見

せ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
国

立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
や
蔵
書
が
、

「
法
」
に
つ
い
て
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

1	 市古貞次校注『御伽草子　下』（岩波文
庫）岩波書店 , 1986, pp.113-114.＜請求記号 
KG175-26＞

2	 同上 , pp.118-119.
3	 同上 , p.122.
4	 安土桃山・江戸初期の公家である西洞院時慶

の慶長7年10月4日の日記に、「一猫不可繋旨
二三ヶ月以前ヨリ被相触、仍或人ノ方ヘ行失、
又犬嚼死事多也ト」とあります（時慶記研究
会編『時慶記　第 2 巻』本願寺出版社 , 2005, 
p.274.＜請求記号 KG293-H19＞）。

5	 黒田日出男『歴史としての御伽草子』ぺりかん
社 , 1996, pp.33-39.＜請求記号 KG175-G3＞

6	 末弘厳太郎『末弘著作集　第1（法学入
門）』日本評論新社 , 1952, p.66.＜請求記号 
320.8-Su669s＞

7	 同上 , p.64.
8　松岡譲の小説「砲兵中尉」では、温順で頭も

良い模範的な青年兵が、虫の居所の悪かった
中尉に蹄鉄で後頭部を殴られ、発狂して除隊
されます（発狂しても温順さは残り、帰郷後
は模範的な狂人になります。松岡譲「砲兵中
尉」『地獄の門』玄文社出版部 , 大正11 (1922), 
pp.109-124.<http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/977863/58>）。

9	 陸軍大臣官房編纂『陸軍成規類聚』（森松俊
夫監修, 松本一郎編・解説「陸軍成規類聚」
資料集成）緑蔭書房, 2009-2011＜請求記号 
CZ-663-J6 ほか＞; 海軍大臣官房編『海軍諸例
則』（明治百年史叢書）原書房, 1985-1988＜
請求記号 CZ-664-2ほか＞等参照。

10	 大西巨人『神聖喜劇　長編小説　第二巻』（光
文社文庫）光文社 , 2002, pp.313-314.＜請求
記号 KH475-G366＞

11	 大西巨人『神聖喜劇　長編小説　第一巻』（光

文社文庫）光文社 , 2002, pp.302-303.＜請求
記号 KH475-G366＞

12	 ジョン・ロック（鵜飼信成訳）『市民政府論』
（岩波文庫）岩波書店 , 1968, p.203.＜請求記

号 A27-1＞
13	 プラトン（水野有庸訳）「ポリティコス（政治

家）―王者の統治について」『プラトン全集　
3』岩波書店 , 1976, pp.316-317, 328-329.＜請
求記号 HC14-12＞

14	 同上 , pp.342-343.
15	 末弘厳太郎「嘘の効用」川島武宜編『嘘の

効用　上』（富山房百科文庫）富山房, 1988, 
pp.47, 55.＜請求記号 AZ-121-E18＞

16	 ウィリアム・ゴールディング（平井正穂訳）『蠅
の王』（集英社文庫）集英社 , 2009, p.268.＜
請求記号 KS157-J96＞

17	 ミシェル・ド・モンテーニュ（宮下志朗訳）『エ
セー　3』白水社 , 2008, p.211, 213.＜請求記
号 KR164-J2＞

18	 イギリスの政治思想家ホッブズは、国家以前
の自然状態を「各人の各人に対する戦争」「そ
れで人間の生活は、孤独でまずしく、つらく
残忍でみじかい」と見ていました（ホッブズ（水
田洋訳）『リヴァイアサン　1（改訳）』（岩波
文庫）岩波書店 , 1992, pp.210-211.＜請求記
号 A12-E91＞）。ホッブズは国家をリヴァイア
サンと呼びました。リヴァイアサンは旧約聖
書のヨブ記に出てくる怪物で、立ち上がれば
神々も恐れおののき逃げ惑うとされています。

19	 ヴァルター・ベンヤミン（野村修編訳）「暴
力批判論」『暴力批判論　他十篇』（岩波文
庫）岩波書店 , 1994, pp.27-65＜請求記号 
KS392-E17＞参照。

20	ハーマン・メルヴィル（酒本雅之訳）『代書人バー
トルビー』（バベルの図書館　9）国書刊行会, 

1988, p.34.＜請求記号 KS164-E115＞
21	 ジョルジョ・アガンベン（高桑和巳訳）『バー

トルビー　偶然性について』月曜社 , 2005＜
請求記号 H15-H100＞ ; エンリーケ・ビラ=マ
タス（木村榮一訳）『バートルビーと仲間たち』
新潮社 , 2008＜請求記号 KR494-J1＞等参照。

22	「法の不知は抗弁とならない」（法律を知らな
いことをもってそれから逃れることはできな
い）と言われています（法令用語研究会編『有
斐閣法律用語辞典（第 4 版）』有斐閣 , 2012, 
pp.1050-1051.＜請求記号 A112-J309＞）。

23	森三樹三郎訳注『荘子　内篇』（中公文庫）
中央公論社 , 1974, pp.7-10, 178-179.＜請求記
号 Y88-1326＞

24 白川静『孔子伝（改版）』（中公文庫）中央公
論新社 , 2003, p.214＜請求記号 HB41-H5＞参
照。

25	真渕勝「沖縄 730：ロックインからの脱却と政
策実施の成功」『季刊行政管理研究』144号, 
2013.12, pp5-6＜請求記号 Z2-624＞参照。

議会官庁資料室に並んでいる『現行法規総覧』
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ミュンヘン国際児童図書館 中野　怜奈
（国際子ども図書館 企画協力課 非常勤調査員）

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
児
童
図
書
館（Internationale 

Jugendbibliothek

）
は
、
約
１
４
０
言
語
63
万

冊
を
所
蔵
す
る
世
界
最
大
の
児
童
図
書
館
で
す
。

図
書
館
の
建
物
は
、
中
世
後
期
に
建
て
ら
れ
た
ブ

ル
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
城
で
、「
本
の
城
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

筆
者
は
、
２
０
１
５
年
か
ら
同
館
言
語
部
門
に
お

い
て
日
本
語
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
個
性
豊
か
な

同
僚
と
の
図
書
館
ラ
イ
フ
は
、
驚
き
と
発
見
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
と
き
に
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
で
茫
然
と
な
る
こ
と
も
…
…
。

今
回
は
、
同
館
の
多
様
な
活
動
と
日
本
部
門
の
仕

事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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Internationale Jugendbibliothek
Travelwriting

on
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1 ミュンヘン市内にあるハウス・デア・クンスト。ナ
チスによって建てられたギリシア風の建物で、戦後、
米国占領軍から、「ヒトラーの白ソーセージ神殿」と
揶揄されたといいます（白ソーセージはミュンヘンの
名物）。現在はアートセンターとして、展示会を開催
しています。

2 図書館が移転するまで使われた建物は、バイエ
ルン州立図書館の裏にあります。現在は同館の一
部になっています。

歴
史
と
概
要

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
児
童
図
書
館
の
創
立

者
は
、
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
の
イ
ェ
ラ
・

レ
ッ
プ
マ
ン
（Jella Lepm

an

）
で
す
。
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
米
国
占
領
軍
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
亡
命
先
の
ロ
ン
ド
ン

か
ら
ド
イ
ツ
に
も
ど
っ
た
レ
ッ
プ
マ
ン

は
、
荒
廃
し
た
ド
イ
ツ
の
子
ど
も
た
ち
が

最
も
必
要
と
し
て
い
る
の
は
精
神
の
栄
養

だ
と
考
え
、
国
際
児
童
図
書
展
を
企
画
し

ま
す
。

　

各
国
の
出
版
社
に
献
本
を
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
ド
イ
ツ
に
侵
略
さ
れ
た
国
は
当

初
断
り
ま
し
た
。
し
か
し
、そ
の
国
も
レ
ッ

プ
マ
ン
の
熱
意
に
お
さ
れ
て
本
を
送
り
、

最
終
的
に
は
20
か
国
か
ら
約
４
０
０
０
冊

が
集
ま
り
ま
し
た
。
１
９
４
６
年
、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
の
ハ
ウ
ス
・
デ
ア
・
ク
ン
ス
ト
（
芸

術
の
家
）
1
で
始
ま
っ
た
国
際
児
童
図
書

展
は
、
ド
イ
ツ
各
地
を
巡
回
し
、
大
成
功

を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
児
童
図
書
館
は
、
こ

の
と
き
の
本
を
も
と
に
、
１
９
４
９
年
、

市
の
中
心
部
に
開
館
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

蔵
書
の
増
加
に
伴
い
、
１
９
８
３
年
に
は

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
郊
外
の
ブ
ル
ー
テ
ン
ブ
ル
ク

城
と
い
う
中
世
の
古
城
に
移
転
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
同
館
に
は
、
子
ど
も
向
け
の
貸

3 子ども向けの貸出図書館は、約 13 言語 2 万 5000 冊を所蔵してい
ます。ワークショップやストーリーテリングなど、さまざまなイベントが行わ
れます。

4 研究資料室の主な利用者は、海外からの奨学金研究生です。「子ど
もの本を通じた国際理解」を理念とするミュンヘン国際児童図書館は、
1958 年以降、ドイツ外務省の支援の下、研究生を受け入れてきまし
た。研究者、編集者、作家、図書館員など、子どもの本に携わる人が、
毎年 12 ～ 15 人選ばれます。筆者も2012 ～ 2013 年に、研究生と
して滞在しました。

3

4

2 1
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出
図
書
館
3
、
研
究
資
料
室
4
の
ほ
か
、

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
5
、
ビ
ネ
ッ
テ
・

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
6
、
ジ
ェ
イ
ム
ス・ク
リ
ュ

ス
、
エ
ー
リ
ヒ
・
ケ
ス
ト
ナ
ー
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
7
が
あ
り
ま
す
。
運
営
費
の
半
分

は
ド
イ
ツ
連
邦
家
族
省
、
も
う
半
分
は
バ

イ
エ
ル
ン
州
文
部
省
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
文

化
局
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

言
語
部
門

　

筆
者
が
勤
務
し
て
い
る
言
語
部
門
に

は
、
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
の
ほ
か
、
北
欧
、
東
欧
、
ア

ジ
ア
の
言
語
を
扱
う
職
員
が
、
各
言
語
に

つ
き
約
１
名
い
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ

ン
ダ
、
ギ
リ
シ
ア
、
日
本
の
担
当
者
は
、

館
外
言
語
部
門
と
し
て
主
に
自
国
で
働

き
、
年
一
回
か
ら
数
回
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
来

て
、
現
地
で
し
か
で
き
な
い
仕
事
を
し
ま

す
。
筆
者
は
、
２
０
１
８
年
は
７
月
14
日

か
ら
８
月
７
日
ま
で
の
25
日
間
、
現
地
に

滞
在
し
ま
し
た
。

　

言
語
部
門
で
は
、
出
版
社
・
関
連
機
関

へ
の
連
絡
、
選
書
、
受
け
入
れ
た
本
へ
の

件
名
の
付
与
を
は
じ
め
、
そ
の
言
語
に
関

わ
る
す
べ
て
の
業
務
を
担
当
し
ま
す
。
各

言
語
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
や
研
究
生
の
支

援
、
企
画
展
示
の
た
め
の
選
書
を
し
た
り
、

国
際
児
童
図
書
評
議
会
（International 

5 ミヒャエル・エンデ・ミュージアムは、ドイツ初の児童文学作
家のミュージアムとして、エンデの没後、1998 年に作られまし
た。著作の各国語版のほか、原稿、遺品、蔵書などが展示
されています。ミュンヘン国際児童図書館は、エンデ関連のアー
カイブ資料も所蔵しており、研究資料室で閲覧できます。

6 ビネッテ・シュレーダー・キャビネットには、シュレーダーの収
集した約 3000 冊の絵本があります。扉を開けるとからくり仕
掛けのオルゴールが動きだし、秘密の引き出しには、ユーモラ
スな顔を描いた石のコレクションが隠れていて、部屋全体が物
語の世界です。飾られているおもちゃは、彼女の作品の登場
人物にちなみ、ドイツの職人がこだわりぬいて作ったもの。

7 ケストナーの部屋には、海外版の初版 250 冊あまりを含む、
エーリヒ・ケストナーの著作約 2000 冊が収められています。
ケストナーはレップマンと親交が深く、ミュンヘン国際児童図書
館の設立に尽力しました。

8 一時、荒廃していた城は、バイエルン州による修復・改築を
へて図書館となりました。

5

７ ６

8



16国立国会図書館月報 693号 2019.1

Internationale Jugendbibliothek
Travelwriting

on
worldlibraries★Travel

writ
in

g
on

wo
rld

libraries★

「宝物庫」と呼ばれる屋根裏部屋で、2017 ～ 2018 年に開催された「虫」の企
画展。カラフルな紙の虫は、図書館のデザイナー陣による力作。日本の昆虫写真家、
今森光彦の切り絵の本を参考にして作ったそうです。

展 示されている本の中では、ス
ペインの絵本 “La abeja de más

（ 一 匹 多 すぎる）”（Andrés Pi 
Andreu 文、Kim Amate 絵）が
印象的でした。過重労働に悩むハ
チの国で、なぜか、一匹多すぎる
のがその原因だと、調査チームが
報告したことで、ハチたちは犯人捜
しをはじめます。現代の移民問題
を考えるユニークな作品です。

Board on Books for Young People: 
IBBY

）
の
機
関
紙
『
ブ
ッ
ク
バ
ー
ド
』 

“Bookbird”

に
、
研
究
書
の
書
評
を
寄
稿

し
た
り
す
る
こ
と
も
、
言
語
部
門
の
仕
事

で
す
。

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
児
童
図
書
館
の
資
料

は
、
主
に
出
版
社
か
ら
の
寄
贈
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
平
和
と
寛
容
の
国
際
絵

本
展
「
ハ
ロ
ー
・
デ
ィ
ア
・
エ
ネ
ミ
ー
！
」

の
巡
回
展
示
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦

争
を
描
い
た
す
ぐ
れ
た
作
品
が
あ
れ
ば
、

収
集
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
な
ど
、
ド
イ

ツ
で
関
心
が
高
い
テ
ー
マ
の
本
も
積
極
的

に
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
し
て
い
る
と
、
海
外

の
児
童
文
学
研
究
者
は
、
自
分
の
専
門
分

野
や
自
国
の
本
は
知
っ
て
い
て
も
、
他
国

の
作
品
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
日
本
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
児

童
文
学
が
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
守
る
べ
き
文
化
の
豊
か
さ
で
あ
り
、
今

後
も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。ホ

ワ
イ
ト
・
レ
イ
ブ
ン
ズ

　

蔵
書
の
う
ち
、
テ
ー
マ
に
普
遍
性
が
あ

り
、
文
学
性
や
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
て
い

る
作
品
は
、
国
際
推
薦
児
童
図
書
目
録

『
ホ
ワ
イ
ト
・
レ
イ
ブ
ン
ズ
』“The W

hite 
Ravens”

に
書
評
を
掲
載
し
ま
す
。『
ホ
ワ

イ
ト
・
レ
イ
ブ
ン
ズ
』
と
い
う
名
に
は
、

「
白
い
カ
ラ
ス
（
ホ
ワ
イ
ト・レ
イ
ブ
ン
ズ
）

の
よ
う
に
、
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
な

優
れ
た
作
品
」
の
意
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

２
０
１
８
年
は
59
か
国
38
言
語
２
０
０

作
品
を
収
録
し
、
日
本
か
ら
は
８
作
品
を

選
び
ま
し
た
。
選
考
の
際
は
、「
国
、文
化
、

障
が
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
境
界
を
越
え
、

外
に
開
か
れ
て
い
る
か
」「
い
ろ
い
ろ
な

あ
り
方
を
認
め
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
に

深
く
根
ざ
し
て
い
る
か
」「
子
ど
も
の
居

場
所
や
心
の
世
界
を
大
事
に
し
て
い
る

か
」
を
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
目
録
の
名
に
ち
な
ん
だ
ホ
ワ
イ

ト
・
レ
イ
ブ
ン
ズ
・
フェス
テ
ィ
バ
ル
（W

hite 

Ravens Festival für Internationale 

K
inder- und Jugendliteratur

）
は
、

異
な
る
文
化
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
隔
年
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

様
々
な
国
の
作
家
が
交
流
す
る
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
第
５
回
目
と
な
る
２
０
１
８
年

は
11
か
国
か
ら
13
人
の
作
家
を
招
き
、
７

月
14
日
か
ら
19
日
ま
で
、
同
館
を
主
な
会

場
と
し
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
各
地
で
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
や
対
談
な
ど
90
も
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
筆
者
も
参
加
し
た
の
で
、

次
に
紹
介
し
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ
）

2009 年、ミュンヘン国際児童図書館は「子どもの詩と挿絵」
の展示を行いました。これが契機となり、2011 年にうまれ
たのが、週めくりのカレンダー “Der Kinder Kalender”（子
どもカレンダー） * です。世界中から詩の絵本を集め、原
語にドイツ語訳を添えて掲載したもので、詩のアンソロジー
としても評価されており、学校の授業にも使われています。
掲載する詩は、各言語部門が選びます。
日本で子ども向けに出版されている詩の本は、訳すのが難
しい言葉遊びが多く、またカレンダーに適したサイズの挿
絵が少ないので、毎年、選ぶのに苦労します

Der Kinder Kalender

Ausstellungen

＊ 2018 年までの名称は “Arche Kinder Kalender（ノアの箱舟カレンダー）”
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A オランダの エドワルト・ファン・デ・フェンデル
（Edward van de Vendel）（写真左）による「ホ
ワイト・ソファー」。職員や研究生をはじめ、作品
を読みこんでいる人が聞き手となり、創作の過程
や作品について深い話を引き出します。

Bグスティのワークショップ。輪になった参加者は、
となりの人の背中に紙をのせ、ギターの音にあわせ
て歩きながら絵を描きました。

C 各国から集まった作家たち。
D 開会式の後、中庭で行われた綱渡りのショー。

White Ravens Festival

　アルゼンチン出身でスペイン在住の画家グスティ（Gusti）は、
ダウン症のある息子との日常を描いた『マルコとパパ』“Mallko 
y papá” の著者です。“No somos angelitos”（ぼくたちは
天使じゃない）という絵本も描いていますが、これは、ダウン
症のある子どもが天使にたとえられるのに対し、その子たちは
天使などではなく、障がいのない子と同じ、人間の子どもなの
だということをテーマにしています。フェスティバル中に開催され
た対談で、グスティは、完璧でないものこそ美しく、障がいの
ある子どもには、そうでない子どもとはちがった種類の美しさが
あると語っていました。また、絵を描くというのは、生きること
のひとつのあり方であり、人とつながることだと話していました。
　フェスティバル期間中は、さまざまな学校の子どもたちがクラ
ス単位で訪れ、作家による朗読のイベントに参加しました。イ
ギリスの作家サリー・ニコルズ（Sally Nicholls）は、新しい
養育家庭にやってきた少女が、そこの家の幽霊に立ち向かう
物語 “Close Your Pretty Eyes”（瞳を閉じて）を朗読しまし
た。ビクトリア朝の時代、多くの赤ん坊を殺した実在の人物に
着想を得て書かれ、心を閉ざした主人公が、自分も幸せにな
れると気づくまでが描かれています。ニコルズはほかに、白血
病の少年による日記の形の『永遠に生きるために』“Ways to 
Live Forever”も書いていて、どの作品においても、「生きると
いうのはどういうことか」を描きたいと語っていました。
　米国の作家ジェイソン・レイノルズ（Jason Reynolds）は

自作の中で、警官による黒人への暴行や、銃の問題を取り上
げています。レイノルズ自身も十代のとき、警官に車を止められ、
精神的なダメージを受けたそうです。レイノルズは、親友を殺
された経験と自らの作品を結びつけながら、人生における詩
的な意味を見出すことが大切だと話しました。偏見はだれもが
もっているが、人種にとらわれず、人間は人間として見るべき
だとして、「自分の中の人間的な部分のスイッチを切ってはいけ
ない。声をあげたり、怒ったり、泣いたりするのを恐れないで」
と、十代の参加者に語りかけました。
　フェスティバルでは、人種差別、孤独、アイデンティティ、
社会の中で居場所を見つけることをテーマに、レイノルズ、アヤ・
シソコ（Aya Cissoko）、クェ・デュ・ルー（Que Du Luu）
によるパネルセッションが行われました（次ページ E）。フラン
スの作家シソコは、マリ出身の両親をもち、子どものとき、放
火で父親と妹を亡くしました。ボクサーとして活躍した後に作家
としてデビューし、自伝的な作品を書いています。ルーは、ベ
トナム戦争の後ドイツに渡り、そこで育った作家です。ルーは、
経験を文学に昇華させ、ステレオタイプに対抗する必要がある
と語りました。レイノルズは、「黒人の子どもにとって最も危険
な場所は、白人の想像の中」という言葉を紹介し、ステレオタ
イプにとらわれず、メディアが映さないものに注目するよう呼び
かけました。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

2018 年『ホワイト・レイブンズ』表紙
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Eクェ・デュ・ルー（写真左から二人目）、ジェイソン・レイノル
ズ（中央）、アヤ・シソコ（右）によるパネルセッション。

F 子どもたちが、レイノルズの本にインスピレーションを得て制作
した劇の様子。警官による黒人の銃殺がテーマです。

7 月27日の夜、同僚と3 階の館長室に行って、皆既
月食と火星を見ました。

H 作家のサインがもらえるコーナー。ドイツの オリバー・シェルツ（Oliver 
Scherz）はこちらの子どもに人気です。

G ポーランドの ピョトル・カルスキ（Piotr Karski）のワークショップでは、
子どもたちは、山登りをしているつもりになってロープをたどります。カルスキ
は、ワークブックタイプの美しい本を制作しています。

日
本
の
本
、
世
界
の
本

　

以
前
、
子
ど
も
向
け
の
貸
出
図
書
館
の

日
本
の
棚
で
、
な
ぜ
か
シ
リ
ー
ズ
も
の
だ

け
右
か
ら
左
に
並
ん
で
い
た
の
で
、
わ
け

を
き
い
た
と
こ
ろ
、「
日
本
語
は
右
か
ら

左
に
読
む
で
し
ょ
！
」
と
得
意
げ
に
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。『
ホ
ワ
イ

ト
・
レ
イ
ブ
ン
ズ
』
の
日
本
の
ペ
ー
ジ
を

見
た
ら
、
本
の
真
ん
中
に
帯
が
つ
い
た
状

態
で
ス
キ
ャ
ン
さ
れ
た
画
像
に
な
っ
て
い

て
び
っ
く
り
、
な
ん
て
こ
と
も
…
…
。
日

本
語
や
日
本
の
本
は
、
こ
ち
ら
で
は
マ
イ

ナ
ー
な
の
だ
と
、
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
や
言
葉
の
壁
か
ら
日
本
の

児
童
書
の
よ
さ
が
伝
わ
ら
ず
、
も
ど
か
し

く
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日
本
で
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
絵
本
が
、
こ
ち
ら
で

は
し
ば
し
ば
、「
甘
す
ぎ
る
」「
可
愛
ら
し

す
ぎ
る
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
西

欧
的
な
作
風
、
あ
る
い
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
人
が
思
う
日
本
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る

作
品
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
の
た
び
に
「
そ
れ
だ
け
が
日
本
の

本
じ
ゃ
な
い
ん
だ
け
ど
な
」
と
、
思
う
の

で
す
が
。

　

他
国
の
作
品
を
理
解
で
き
な
い
と
き
は

私
に
も
あ
り
ま
す
し
、
だ
れ
で
も
、
自
分

の
育
っ
て
き
た
文
化
的
な
枠
組
み
の
中
で

し
か
評
価
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
日
本
に
は
な
い
よ
う
な
本
を
見
せ
て

も
ら
い
、
目
が
開
か
れ
る
瞬
間
も
確
か
に

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
他
国
の
人
も
同
じ

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
そ
う
し
た
瞬
間
を
重
ね

な
が
ら
、
手
を
の
ば
し
つ
づ
け
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

F

H

E

G
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こ
こ
国
内
資
料
課
で
は
、
国
内
で
刊
行
さ
れ
た
図
書
の

書
誌
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
所
属
す
る
係
で
は
、
国
の
機
関
、
独
立
行
政
法
人
、

地
方
公
共
団
体
、
大
学
の
出
版
物
、
民
間
の
出
版
物
で
大

手
の
流
通
経
路
に
乗
ら
な
い
出
版
物
な
ど
、
普
段
本
屋
で

は
見
か
け
る
こ
と
の
少
な
い
本
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
本

誌
の
「
本
屋
に
な
い
本
」
コ
ー
ナ
ー
で
取
り
上
げ
て
い
る

本
は
、
か
な
り
の
確
率
で
、
私
の
係
で
書
誌
デ
ー
タ
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
作
成
作
業
で
は
、
実
際
に
本
を
見
な
が

ら
、
タ
イ
ト
ル
、
著
者
、
出
版
者
、
刊
行
年
と
い
っ
た
本

の
基
本
的
な
情
報
だ
け
で
な
く
、
そ
の
本
の
テ
ー
マ
を
示

す
キ
ー
ワ
ー
ド
や
分
類
記
号
な
ど
、
検
索
の
際
に
役
立
つ

情
報
を
付
け
加
え
て
い
ま
す
。

　

毎
日
書
誌
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
い
る
と
、「
本
屋
に
な

い
本
」
に
つ
い
て
気
づ
く
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

国
や
地
方
公
共
団
体
発
行
の
計
画
書
や
報
告
書
か
ら

は
、
防
災
や
福
祉
に
関
す
る
様
々
な
計
画
が
立
て
ら
れ
、

多
く
の
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

地
域
の
文
化
財
や
お
祭
り
の
報
告
書
な
ど
は
、
読
み
方
が

独
特
で
難
し
く
、
タ
イ
ト
ル
な
ど
の
「
読
み
」
を
入
力
す

る
際
に
は
手
ご
わ
い
存
在
で
す
。

　

会
社
や
団
体
の
周
年
記
念
誌
で
は
、
よ
く
知
っ
て
い
る

会
社
や
団
体
の
歴
史
に
驚
く
こ
と
が
あ
る
一
方
で
、
初
め

て
知
る
会
社
や
団
体
も
。名
前
は
知
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

実
は
私
た
ち
の
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
会
社
や
団
体
も
多

く
、
興
味
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

展
覧
会
の
図
録
は
デ
ザ
イ
ン
が
凝
っ
て
い
る
も
の
が
多

く
、
タ
イ
ト
ル
な
ど
の
情
報
を
一
目
で
は
把
握
し
が
た
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
書
誌
デ
ー
タ
の
作
成
で
は
少
々
苦
労

し
ま
す
が
、
そ
の
作
業
の
過
程
で
面
白
そ
う
な
展
覧
会
を

発
見
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
東
京
都
美
術
館

で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「
Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ 

お
べ
ん
と
う
展
」

の
図
録
は
、
お
弁
当
箱
を
模
し
た
か
と
も
思
わ
れ
る
デ
ザ

イ
ン
で
す
。
書
誌
デ
ー
タ
作
成
の
た
め
に
図
録
の
中
身
を

確
認
し
て
い
た
ら
、
行
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

効
率
よ
く
探
せ
る
よ
う
に
、
実
際
に
手
に
取
ら
な
く
て

も
ど
の
よ
う
な
も
の
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
、
利
用

さ
れ
る
方
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
本
と
日
々
向
き
合
っ

て
書
誌
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。「
本
屋
に
な
い
本
」

を
納
本
し
て
い
た
だ
け
る
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
な
が
ら

２
０
１
９
年
は
ど
ん
な
本
と
出
会
え
る
の
か
、
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

（
国
内
資
料
課　

め
が
ね
）

「本屋にない本」に囲まれて
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至
る
所
を
埋
め
尽
く
す
人
、
人
、
人
。　

で
か
で
か
と
浮
か
ぶ
「
40
ｔ
ｈ
」
の
文
字
。

　

本
書
の
表
紙
は
、
２
０
１
５
年
に
40

周
年
を
迎
え
た
同
人
誌
即
売
会
「
コ
ミ
ッ

ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
以
下
コ
ミ
ケ
）」
を
よ

く
表
し
て
い
る
。
盆
と
暮
れ
に
３
日
間
ず

つ
、
計
６
日
間
で
の
べ
１
０
０
万
人
が
集

ま
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、端
的
に
巨
大
だ
。

　

本
書
自
体
も
か
な
り
の
大
部
で
あ
る
。

Ｂ
５
判
に
し
て
３
０
０
ペ
ー
ジ
を
超
え
る

分
厚
さ
を
誇
り
、
コ
ミ
ケ
の
40
年
の
歴
史

だ
け
で
な
く
、
参
加
者
た
ち
に
よ
る
対
談

や
コ
ミ
ケ
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記

録
、
コ
ミ
ケ
に
関
連
す
る
研
究
や
デ
ー
タ

な
ど
、多
様
な
事
柄
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

実
は
本
書
以
前
に
も
、
20
周
年
史
や

30
周
年
史
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
40
周
年
史
と
銘
打
っ
て
い
る

が
、
通
史
的
な
記
述
の
割
合
は
３
割
程
に

抑
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
同
程
度

を
占
め
て
い
る
の
が
、
様
々
な
参
加
者
に

よ
る
座
談
会
や
対
談
で
あ
る
。
同
人
誌
を

発
行
し
て
い
る
参
加
者
、
同
人
誌
を
印
刷

す
る
会
社
や
出
展
企
業
の
担
当
者
な
ど
、

一
様
に
は
括
れ
な
い
人
々
が
各
々
の
思
い

出
や
体
験
を
語
っ
て
い
る
。
ま
た
通
史
部

分
を
振
り
返
る
と
、
個
々
の
参
加
者
に
よ

る
当
時
の
１
コ
マ
マ
ン
ガ
レ
ポ
ー
ト
が
随

所
に
挟
み
込
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
が

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、
個
別

の
参
加
者
た
ち
の
集
積
に
よ
り
コ
ミ
ケ
と

い
う
巨
大
イ
ベ
ン
ト
が
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
へ
の
視
座
が
読
み
取
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
同
人
誌
を
発
行
し
て
い
る

の
は
、
大
半
が
一
般
人
だ
。
本
書
掲
載
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
サ
ー
ク
ル

参
加
者
と
呼
ば
れ
る
同
人
誌
の
発
行
主
体

は
、
そ
の
８
割
ほ
ど
が
創
作
業
種
以
外
の

社
会
人
で
あ
る
。
仕
事
を
し
、
生
活
を
営

ん
で
い
る
そ
の
合
間
に
原
稿
を
書
い
て
い

る
。
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
を
特
に
望
ま
な
い
層

す
ら
サ
ー
ク
ル
参
加
者
の
３
割
を
超
え
る
。

　

そ
れ
で
も
、
毎
回
３
万
サ
ー
ク
ル
も
集

ま
り
、
そ
の
創
作
物
な
ど
を
求
め
て
３

日
間
で
の
べ
50
万
人
も
の
人
々
が
集
う
。

そ
れ
が
年
２
回
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

本
書
を
読
め
ば
、
１
９
７
４
年
以
前
に

は
単
独
で
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
同
人

誌
即
売
会
が
、
い
か
に
し
て
規
模
を
拡
大

し
て
き
た
か
、そ
の
一
端
が
見
て
取
れ
る
。

特
に
こ
の
10
年
は
、
拡
大
し
た
規
模
を

維
持
す
る
た
め
各
分
野
の
利
害
関
係
者
と

手
を
結
び
、
公
的
な
立
場
を
獲
得
し
よ
う

と
し
て
き
た
こ
と
が
覗
え
る
。

　

さ
て
、
本
書
中
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報

告
で
は
、
同
人
誌
即
売
会
が
商
業
コ
ン
テ

ン
ツ
創
作
者
の
揺
籃
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
な
が
ら
も
、
統
計
か
ら
零

れ
落
ち
て
い
る
分
野
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
調
査
が
実
施
さ
れ
、
コ
ミ
ケ

参
加
者
か
ら
膨
大
な
回
答
を
得
た
の
で
あ

る
が
、
実
は
い
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。

　

本
書
中
に
も
記
載
が
あ
る
が
、
同
人
誌

即
売
会
は
コ
ミ
ケ
以
外
に
も
年
間
の
べ
千

回
以
上
も
開
催
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
小
規

模
即
売
会
も
含
ま
れ
る
と
は
い
え
、
見
落

と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
未
だ
多
い
だ
ろ
う
。

（
八
尾 

典
明
）

コミックマーケット40周年史 
40th Comic Market chronicle 
コミックマーケット準備会 編
コミケット
2015.8　343p　図版32p　26cm
<請求記号　KC486-L200>



国会へのサービス
依頼調査回答

3 万 6224 件
国会議員等からの依頼に基づき、国政
課題や内外の諸事情に関する調査、法
案の分析・評価などを行っている。

行政・司法支部図書館へのサービス

貸出 7317 点
支部図書館制度に基づき、各府省庁および最高裁判所に
支部図書館が設置されている。この図書館ネットワーク
をもとに、図書館サービス、資料の交換が行われている。

数 字 で 見 る
国 立 国 会 図 書 館

『国立国会図書館年報 平成 29 年度』から

『国立国会図書館年報』は、ホームページでもご覧になれます。
http://www.ndl.go.jp/jp/publication/annual/index.html

『国立国会図書館年報　平成 29 年度』をもとに、
国立国会図書館の業務、サービス、組織に関す
るおもな数字を抜粋しました。
※数字は平成 30 年 3月 31 日現在（平成 29 年度の実績）

国政課題に関する
論文等

328件
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マイクロ資料
7929点
マイクロ資料
7929点

博士論文
713点
博士論文
713点

楽譜資料
1167点
楽譜資料
1167点

地図資料
6331点
地図資料
6331点

文書類
6562点
文書類
6562点

録音資料
2万669点
録音資料
2万669点

機械可読資料
（CD、DVD等）
7049点

機械可読資料
（CD、DVD等）
7049点

点字・大活字資料
4592点

点字・大活字資料
4592点

映像資料
2万4699点
映像資料

2万4699点

図書
20万1873点

図書
20万1873点

雑誌
31万9808点

雑誌
31万9808点

新聞
19万8830点

新聞
19万8830点

年間受入点数  80万1747点年間受入点数  80万1747点

100点100点

1万点1万点

1,000点1,000点

ほか

書誌データ作成数（年間）

57万5094件
書誌データ提供数（総計）

2481万4239件

資料収集のための費用

約23億3606万円
うち、納入出版物代償金
約3億9025万円

館全体の予算・決算
  歳出予算現額

約223億  399万円
決算額

約203億3841万円
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インターネット公開
148万5995点

図書館送信
151万2509点
図書館向けデジタル化資料送信
サービスの提供データ　　　　

館内限定
78万  349点

インターネット
資料収集保存事業
収集データ件数

13万9517件

収集データ容量

1.15PB

デジタル化資料点数

所蔵点数
4342万
6453点

所蔵点数
4342万
6453点

国立国会図書館サーチで
統合検索できる書誌データ

9325万4253件
当館や他機関が保有する冊子体・デジタル化された

画像・音声等の様々な形態の情報を検索

ホームページへの
アクセス

2089万4477件
利用者及び職員の館内からインターネットを通じ

て、蔵書目録、国会会議録等の各種データベース、

調べものに役立つ情報などが利用できる
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職員数
888人
男性　50％
女性　50％

専門調査員 ･管理職のう
ち女性の割合約 33.3％

	 建物延べ面積	 書庫面積	 閲覧室面積
	 22万 1256㎡	 10万 5695㎡	 2万 5864㎡
	  14 万 7853㎡	 7 万 8046㎡	 1 万 8983㎡

   国会分館	 1331㎡	 609㎡	 562㎡
	 5 万 9311㎡	 2 万 3926㎡	 4265㎡
	 1 万 2761㎡	 3114㎡	 2054㎡

東京本館
関西館
国際子ども図書館

図書館等への貸出し

1万6856点

図書館への貸出し、小中学生向けの 
学校図書館セット貸出し、展示会に 

出品するための貸出しがある

遠隔複写

26万2066件

来館せずに申し込む複写サービス

来館者

79万1710人
　57万6933人
　  7万3576人
　14万1201人

閲覧

231万3096点

　217万5685点
　  11万2981点
　    2万4430点

来館して申し込む閲覧サービス

来館複写

132万9172件
うちプリントアウト件数

57万7780件

来館して申し込む複写サービス

24国立国会図書館月報 693号 2019.1



N D L  T o p i c s

25 国立国会図書館月報 693 号 2019.1

国
際
子
ど
も
図
書
館
展
示
会

「
子
ど
も
を
健
や
か
に
育
て
る
本
２
０
１
８
―
厚
生

労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
推
薦
児
童
福
祉
文
化
財

（
出
版
物
）」

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
展
示
会
「
子
ど
も
を
健
や
か
に

育
て
る
本
２
０
１
８
―
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
推
薦
児

童
福
祉
文
化
財
（
出
版
物
）」
を
厚
生
労
働
省
と
の
共
催
で
開

催
し
ま
す
。

　

児
童
福
祉
文
化
財
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
に
役

立
て
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
絵
本
や
児
童
書
等
の
出
版
物
、
演

劇
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
等
の
舞
台
芸
術
、映
画
等
の
映
像
・
メ
デ
ィ

ア
等
の
作
品
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
が
推

薦
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
展
示
会
で
は
、
同
審
議
会
が
平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成

30
年
３
月
ま
で
の
期
間
に
推
薦
し
た
児
童
福
祉
文
化
財
の
う

ち
、
絵
本
や
図
書
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作
品
を
直
接
手
に
と
っ
て
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
開
催
期
間　

１
月
29
日
（
火
）
～
２
月
17
日
（
日
）

　

※
２
月
４
日
（
月
）
及
び
２
月
11
日
（
月
）
は
休
館

○
開
催
時
間　

９
時
30
分 

～ 

17
時

○
会
場	

国
際
子
ど
も
図
書
館 

レ
ン
ガ
棟
3
階 

本
の
ミ
ュ
ー

　

ジ
ア
ム

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

資
料
情
報
課 

展
示
係

　

電
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０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
　
８
１
４
号

　

米
軍
施
設
と
環
境
修
復

　

ア
メ
リ
カ
の
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
拡
大
と
障
害
の
あ
る
子
ど
も

　
　

の
権
利
保
障

　

諸
外
国
に
お
け
る
行
政
に
よ
る
養
育
費
の
確
保

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
　
３
３
８
号

　

公
共
図
書
館
の
地
域
資
料
を
活
用
し
た
没
年
調
査
ソ
ン
の
す

　
　

す
め
～
福
井
県
で
の
事
例
か
ら
～

　

シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン

　

日
本
図
書
館
協
会
建
築
賞
に
つ
い
て

　

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

　

学
校
と
公
立
図
書
館
と
の
複
合
施
設

　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
児
童
・
生
徒
向
け
教

　
　

育
へ
の
活
用
を
め
ぐ
っ
て

　
　

：
米
国
・
欧
州
の
動
向
を
中
心
に

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２
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レファレンス協同データベース
イメージキャラクター

れはっち
( 葉っぱがモチーフ）

生まれた年：2006 年
住んでいるところ：関西館
趣味：Twitter でつぶやくこと
将来の夢：レファレンスサービスの
豊かな森を作ること！ 
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展示イメージキャラクター

展示郎
( 展示ケースがモチーフ）

生まれた年：2014 年
住んでいるところ：展示室
特技：資料を展示すること
苦手なもの：紫外線、虫、カビ
今年の目標：自信をつけること

「ＮＤＬ書誌情報ニュースレター」広報犬とその恩師
本誌「What's 書誌調整 ふたたび」にも出張中！

本誌「資料の世界の歩き方」案内人

よみかたくん（右）
生まれた年：室町時代
趣味：古文書を読むこと（修行中）
特技：文書作り
苦手なこと：武芸

かきかたくん（左）
あだ名：筆くん
生まれた年：平成
特技：運動全般
苦手なこと：文字を読むこと
今年の目標：メキシコに行くこと

カーネくん（左）
広報犬になった年：2007 年
生まれた年：ひみつ
趣味：散歩、図書館めぐり
特技：胴の長さを自由に操ること

先生（右）
生まれた年：戌年
特技：学帽を落とさず被ること
自慢：カーネよりヒゲの本数が多いこと
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